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20：1の場合が最高の標識率を示したので，以後この量

比で反応を行った．

　ヒト甲状腺未分化癌を移植したヌードマウスにて体内

分布を検討した．投与後7日においても腫瘍の描出は十

分ではなく肝腎への集積が高かった．しかし腫瘍摂取お

よび腫瘍対血液比は0．88土0．09％ID／9，5．5土3．4であ

り，L131標識よりも数値としては良好であった．

計100mg，1982年アクラシノン合計320　mgを使用．

1982年2月に放射性ヨードの集積が認められ，100mCi

投与した．1985年カルチトニンは治療前の3分の1に

減少し，放射性ヨードの集積も著減した．病理診断に変

更があった症例であるが，カルチトニン高値から髄様癌

があったことは確実であり，放射性ヨード，化学療法な

ど集学的治療が奏効したと考えられた．

8．In・111標識抗大腸癌モノクローナル抗体19－9

　F（ab’）2，17・1A　F（abり2を用いた腫瘍イメージングに

　　関する基礎的検討
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　抗大腸癌モノクローナル抗体である19－9，17－1Aの

F（ab’）2フラグメントをIn－111で標識し，腫瘍イメー

ジングにおける有用性を検討した．In－11119－9　F（ab’）2

は，大腸癌細胞colo－201とのcell　binding　assayにおい

て，高い結合率を示した．手術および剖検で得られた人

癌組織とのassayでは，大腸癌3例，胃癌1例中すべて

において，controlに比較してIn－11117－1A　F（ab’）2の

強い結合が認められたが，In－11119－9　F（ab’）2では，

controlと大きな差はなかった．担癌マウスのイメージ

ングでは，腫瘍にIn－11119－9　F（ab’）2の良好な集積を

認めた．以上から，19－9，17－1Aは，腫瘍診断に有用で

あると思われた．

　67GaとCTが1か月以内に行われた260例を肺門部，

縦隔部に関しおのおのGrade別に対比しそれぞれの所

見にdiscrepancyの認められたものの背景を検討した．

67Gaで強い集積を認め，　CTで無所見のものは，肺門

部4例中3例は解剖学的同定の誤り，1例不明，縦隔部

1例は67Gaで胸腺浸潤が疑われたMLの1例であっ

た．CTで腫瘤を認め，67Gaで集積を認めないものは

肺門部3例中1例fヒ学療法，2例不明，縦隔部5例中1

例化学療法，2例放射線療法，2例不明であった．化学

療法の1例は骨髄抑制による影響と考えられたが，他の

1例と放射線療法2例は治療効果の反映と思われた．

9．手術，放射性ヨード，化学療法が有効であった甲状

　　腺髄様癌の1例
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　58歳女性，1966年，38歳時に甲状腺癌の手術を他院

で受けている．当時の病理診断は濾胞腺癌であった．

1976年，48歳時に右頸部リンパ節腫大，1977年1月右

頸部リンパ節と残存甲状腺の摘出術を行う．このとき病

理診断は髄様癌であった．1981年アドリアマイシン合

11・肺癌Stagingにおける67Gaシンチグラフィーの
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　緒言：従来より，肺癌の評価はGaシンチグラフィー

の主要な適応の一つである．しかし肺門および縦隔リン

パ節転移の検出率は，特に病理所見と比較すると，必ず

しも高くないとされている．本演題では肺癌のstaging
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